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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 32,435 △13.2 1,847 ― 1,839 ― 1,273 ―
21年3月期第2四半期 37,387 ― △713 ― △441 ― △416 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 21.58 ―
21年3月期第2四半期 △7.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 95,050 29,384 29.2 470.25
21年3月期 99,623 27,991 26.6 449.77

（参考） 自己資本  22年3月期第2四半期  27,796百万円 21年3月期  26,530百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
    22年3月期第2四半期配当金の内訳   記念配当 1円00銭 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
22年3月期 ― 3.50
22年3月期 
（予想） ― 3.50 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 71,000 △14.4 3,000 31.2 2,800 △2.1 1,600 ― 27.09
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。 ] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。 ] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1． 業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によって予 
  想と大幅に異なる場合があります。 
2． 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 3． 連結業績予想に関 
  する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 61,995,590株 21年3月期 61,995,590株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期 2,885,515株 21年3月期 3,007,460株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 59,026,253株 21年3月期第2四半期 58,812,772株
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当第２四半期連結累計期間の日本経済は、景気に一部持ち直しの動きが見られるものの、企業収益、設

備投資の大幅な減少、雇用情勢の悪化に伴う個人消費の低迷等、依然として厳しい状況で推移いたしまし

た。 

エネルギー業界におきましては、エネルギー事業者間競争の更なる激化に加え、原油価格の動向が依然

として先行き不透明であること等により、一層厳しさを増しております。  

このような情勢のもと、当社グループは、株主さま・お客さま・地域社会等の全てのステークホルダー

の皆さまから信頼され、選ばれ続ける企業グループを目指し、懸命な努力を重ねてまいりました。 

おかげさまで、当社は本年10月をもちまして創立100周年を迎えることができました。これもひとえ

に、全てのステークホルダーの皆さまのご支援の賜物と深く感謝申し上げます。  

当第２四半期連結累計期間の売上高は、ガス事業及びＬＰＧ事業の売上高減少等により、前年同四半期

に比べ4,952百万円減少(△13.2％)の32,435百万円となりました。 

 利益につきましては、原油価格の下落に伴う原材料費の減少等により、営業利益は前年同四半期に比べ

2,560百万円増加の1,847百万円、これに営業外損益を加えた経常利益は2,280百万円増加の1,839百万円、

四半期純利益は1,690百万円増加の1,273百万円となりました。  

ガス事業は、都市ガス事業と簡易ガス事業によって構成されておりますが、都市ガス事業がその大半

を占めております。 

 当第２四半期連結累計期間の都市ガス販売量については、業務用販売量の減少はありましたものの、

卸供給販売量の増加等により、前年同四半期に比べ0.4％増加の234百万㎥となりました。 

以上の結果、売上高は、ガス販売量の増加はありましたものの、原料費調整制度に基づく販売単価の

下落等により、前年同四半期に比べ2,395百万円減少(△9.8％)の21,955百万円となりました。 

 営業利益につきましては、原油価格の下落による原材料費の減少等により、2,197百万円増加(＋

601.2％)の2,562百万円となりました。 

なお、当社グループの売上高は、ガス事業のウェイトが高く、ガス事業の性質上、売上高に季節的変

動があり、冬期に多くの売上が計上されます。  

工事・器具事業は、給湯関連器具の販売台数減少等により、売上高は前年同四半期に比べ531百万円

減少(△17.9％)の2,432百万円となりました。営業利益につきましては、201百万円減少の30百万円の営

業損失となりました。  

ＬＰＧ事業は、原料価格の下落に伴う販売単価の下落等により、売上高は前年同四半期に比べ1,575

百万円減少(△23.8％)の5,042百万円となりました。営業利益につきましては、仕入単価の下落等によ

り、761百万円増加(＋232.7％)の1,088百万円となりました。 

その他の事業は、建設工事の減少等により、売上高は前年同四半期に比べ664百万円減少(△13.3％)

の4,326百万円となりました。営業利益につきましては、32百万円減少(△8.5％)の353百万円となりま

した。 

  

固定資産は、減価償却の進捗による有形固定資産の減少等により、前連結会計年度末に比べ2,439百万

円減少(△3.2％)の73,071百万円となりました。 

流動資産は、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ2,133百万円減少(△8.8％)

の21,979百万円となりました。  

この結果、総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ4,572百万円減少(△4.6％)の95,050百万円

となりました。  

負債につきましては、支払手形及び買掛金等の支払債務の減少等により、前連結会計年度末に比べ

5,965百万円減少(△8.3％)の65,665百万円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ1,393百万円増加(＋

5.0％)の29,384百万円となりました。  

これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、29.2％となりました。 
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

(1) ガス事業

(2) 工事・器具事業

(3) ＬＰＧ事業

(4) その他の事業

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（連結キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ1,260百

万円増加の8,669百万円となりました。 

営業活動における資金収支は、前年同四半期に比べ4,997百万円増加の4,241百万円となりました。これ

は、主に税金等調整前四半期純利益が増加したことによるものです。 

投資活動における資金収支は、前年同四半期に比べ478百万円減少の△1,886百万円となりました。これ

は、主に有形固定資産の取得による支出が増加したことによるものです。 

財務活動における資金収支は、前年同四半期に比べ2,689百万円減少の△1,094百万円となりました。こ

れは、主に社債の発行収入が減少したことによるものです。 
  

第２四半期連結累計期間の業績につきましては、当初の計画を上回る結果となりましたが、今後の原油

価格の先行きが不透明であることなどから、通期の見通しにつきましては、平成21年６月４日に公表した

業績予想からの変更はございません。 

  

該当事項はありません。 
  

① 簡便な会計処理 

(ⅰ) 固定資産の減価償却費の算定方法 
連結子会社において、固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく

年間償却予定額を期間按分する方法によっております。          

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

計算する方法によっております。         

  (ⅱ) 法人税等の算定方法 
当社及び主要な連結子会社において、法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目

や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。          
 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
  税金費用の計算 

一部の連結子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。          
  

従来、連結子会社における税金費用の計算において、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する

方法を採用しておりましたが、親子会社間の会計処理の統一を図るため、第１四半期連結会計期間より

主要な連結子会社においては、当社と同様の方法(法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減

算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法)に変更しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 21,607 22,563

供給設備 29,347 30,435

業務設備 3,210 3,335

その他の設備 7,004 7,200

建設仮勘定 842 601

有形固定資産合計 62,012 64,135

無形固定資産 1,471 1,733

投資その他の資産   

投資有価証券 6,667 6,404

その他投資 3,102 3,375

貸倒引当金 △181 △138

投資その他の資産合計 9,588 9,641

固定資産合計 73,071 75,511

流動資産   

現金及び預金 9,396 8,074

受取手形及び売掛金 5,532 8,174

商品及び製品 723 909

原材料及び貯蔵品 3,400 3,292

その他流動資産 3,243 4,001

貸倒引当金 △317 △339

流動資産合計 21,979 24,112

資産合計 95,050 99,623
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

固定負債   

社債 16,000 16,000

長期借入金 24,878 22,660

退職給付引当金 3,538 3,683

役員退職慰労引当金 325 293

ガスホルダー修繕引当金 474 442

保安対策引当金 12 29

その他固定負債 286 286

固定負債合計 45,515 43,396

流動負債   

1年以内に期限到来の固定負債 4,832 7,978

支払手形及び買掛金 2,941 5,560

短期借入金 19 4,020

未払法人税等 661 1,203

循環取引損失引当金 378 378

その他流動負債 11,317 9,095

流動負債合計 20,150 28,235

負債合計 65,665 71,631

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,291 3,291

資本剰余金 974 982

利益剰余金 23,224 22,098

自己株式 △849 △885

株主資本合計 26,641 25,486

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,024 934

繰延ヘッジ損益 129 109

評価・換算差額等合計 1,154 1,043

少数株主持分 1,588 1,460

純資産合計 29,384 27,991

負債純資産合計 95,050 99,623
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 37,387 32,435

売上原価 26,824 19,412

売上総利益 10,563 13,022

供給販売費及び一般管理費 11,276 11,175

営業利益又は営業損失（△） △713 1,847

営業外収益   

受取利息 4 3

受取配当金 51 48

持分法による投資利益 － 132

受取保険金 211 －

熱量変更支援収入 251 112

雑収入 256 270

営業外収益合計 775 567

営業外費用   

支払利息 394 407

雑支出 109 168

営業外費用合計 504 575

経常利益又は経常損失（△） △441 1,839

特別利益   

固定資産売却益 61 －

投資有価証券売却益 6 －

特別利益合計 68 －

特別損失   

投資有価証券評価損 3 5

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 － 60

特別損失合計 3 65

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△377 1,774

法人税、住民税及び事業税 167 370

法人税等調整額 △212 △10

法人税等合計 △45 360

少数株主利益 85 140

四半期純利益又は四半期純損失（△） △416 1,273
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△377 1,774

減価償却費 3,679 3,769

退職給付引当金の増減額（△は減少） △193 △145

貸倒引当金の増減額（△は減少） △84 20

保安対策引当金の増減額（△は減少） △17 △17

受取利息及び受取配当金 △56 △51

支払利息 394 407

持分法による投資損益（△は益） △7 △132

投資有価証券売却損益（△は益） △6 －

投資有価証券評価損益（△は益） 3 5

売上債権の増減額（△は増加） 1,187 2,641

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,294 77

仕入債務の増減額（△は減少） △2,248 △2,618

未払消費税等の増減額（△は減少） 7 △178

預り金の増減額（△は減少） △1,288 －

その他 226 △145

小計 △74 5,405

利息及び配当金の受取額 57 53

利息の支払額 △411 △409

法人税等の支払額 △327 △808

営業活動によるキャッシュ・フロー △756 4,241

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △32 △17

投資有価証券の売却による収入 18 －

子会社株式の取得による支出 △39 －

有形固定資産の取得による支出 △1,417 △1,732

有形固定資産の売却による収入 111 8

貸付けによる支出 △13 △3

貸付金の回収による収入 10 7

長期前払費用の取得による支出 △51 △43

その他 5 △106

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,407 △1,886
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,990 △4,000

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 2,000 4,000

長期借入れによる収入 3,000 3,000

長期借入金の返済による支出 △1,248 △950

社債の発行による収入 4,967 －

社債の償還による支出 △5,000 △3,000

自己株式の取得による支出 △4 △0

自己株式の売却による収入 30 29

配当金の支払額 △147 △147

少数株主への配当金の支払額 △12 △12

その他 － △12

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,595 △1,094

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △568 1,260

現金及び現金同等物の期首残高 4,919 7,408

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,350 8,669
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業

別といたしました。 

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等 

 
   ２ 会計処理の変更 

  当社及び連結子会社の土地等に係る賃貸収入については、従来、営業外収益に含めて計上しておりました

が、第１四半期連結会計期間より売上高として計上する方法に変更しております。 

 この変更により、従来の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高はその他の事業

において73百万円増加し、営業利益はガス事業において39百万円、その他の事業において12百万円、「消去

又は全社」において21百万円、それぞれ増加しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(事業の種類別セグメント情報)

ガス事業 
(百万円)

工事・器具
事業 

(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

24,342 2,783 6,577 3,684 37,387 ― 37,387

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

8 180 40 1,306 1,536 (1,536) ―

計 24,350 2,963 6,618 4,990 38,924 (1,536) 37,387

営業利益又は営業損失(△) 365 171 327 386 1,250 (1,963) △713

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、
住宅関連機器、不動産賃貸他
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

(1) 事業区分の方法については、ガス事業(ガス)、営業雑事業(受注工事・器具)及び附帯事業(ＬＰＧ)の事業

別といたしました。 

(2) 各区分に属する主要な製品の名称等 

 
  

該当事項はありません。 
  
   

ガス事業 
(百万円)

工事・器具
事業 

(百万円)

ＬＰＧ事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

21,948 2,322 5,026 3,138 32,435 ― 32,435

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

7 110 16 1,187 1,322 (1,322) ―

計 21,955 2,432 5,042 4,326 33,757 (1,322) 32,435

営業利益又は営業損失(△) 2,562 △30 1,088 353 3,975 (2,127) 1,847

事業区分 主要な製品の名称等

ガス事業 ガス導管を通じて供給する都市ガス及び簡易ガス

工事・器具事業
工事……………お客さまガス設備
器具……………給湯器、ガスコンロ等ガス器具

ＬＰＧ事業 ブタン及びプロパン

その他の事業
ガスボンベ充填、プロパン容器検査、検針・保安業務受託、建設工事、
住宅関連機器、不動産賃貸他

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

広島ガス㈱（9535） 平成22年3月期 第2四半期決算短信

－11－


	平成22年3月期 第2四半期決算短信
	1. 平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日）
	2. 配当の状況
	3. 平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日）
	4. その他

	【定性的情報・財務諸表等】
	1. 連結経営成績に関する定性的情報
	2. 連結財政状態に関する定性的情報
	3. 連結業績予想に関する定性的情報
	4. その他
	5.【四半期連結財務諸表】
	(1)【四半期連結貸借対照表】
	(2)【四半期連結損益計算書】
	(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
	(4) 継続企業の前提に関する注記
	(5) セグメント情報
	(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記




